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オーガナイザー
　勝見英正（京都薬大）
　東顕二郎（千葉大院薬）

　近年、従来の低分子医薬に加えて、
抗体医薬などの蛋白質医薬、核酸医薬、
細胞医薬や再生医療の創薬が台頭し、
医薬品モダリティが多様化している。
　標的部位に医薬品を効率良く送達す
るターゲティング型ドラッグデリバ
リーシステム（ＤＤＳ）は、医薬品の
治療効率と副作用発現に直結するた
め、これらの多様な医薬品の改良・実
用化において重要な役割を果たす。
　こうした背景から、本シンポジウム
では、大学および企業においてＤＤＳ

研究を精力的に推進する若手研究者が
集結し、独自に開発したターゲティン
グ型ＤＤＳの最新技術について紹介す
ると共に、ターゲティング型ＤＤＳを
基盤とする近未来の創薬、ひいては疾
患治療像を議論する内容を企画した。
　具体的には、アミノ酸修飾による骨
または腎臓へのターゲティング型ＤＤ
Ｓの開発、超低侵襲ケミカルサージェ
リーを目指した高分子コンジュゲート
型ＤＤＳ、シクロデキストリンを用い
たターゲティング型リポソームからの
薬物放出制御、肺局所ターゲティング
型吸入粉末剤、腹腔内腫瘍への抗体医
薬の局所ターゲティングについて紹介
する。　　　　　　　　（勝見英正）

第16回若手が拓く新しい薬剤学
－ターゲティング型ＤＤＳ開発の最前線

オーガナイザー
　小池透（広島大院医系科学）
　船津高志（東大院薬）

　日本薬学会の物理系薬学分野は、薬
学のみならず自然科学を基盤とする学
問を対象としている。その領域は、物
理化学、分析化学、放射化学、製剤学、
錯体化学、分子構造学、構造生物学、
生体分子イメージング、ドラッグデリ
バリー、医薬品情報科学など、広範な
学問分野から成り立っている。
　本シンポジウムでは、物理系薬学分
野でオリジナルな研究を展開している

新進気鋭の４人の研究者から、最先端
研究を紹介していただく。
　研究タイトルは、「質量分析イメー
ジングによる生理活性分子の可視化」
「抗体の三次元構造と相互作用のダイ
ナミクスを解明する方法の開発と抗体
の高機能化への展開」「新規ＮＳＡＩ
Ｄｓ誘導体によるＣＯＸ－２イメージ
ング」「Phos - t agを用いたリン酸化蛋
白質の解析」である。
　いずれの研究も、目に見えない小さ
な機能性生体分子を、視覚的に理解で
きるようにする独自の研究技術が使わ
れている。　　　　　　　（小池透）

新進気鋭の研究者による
物理系薬学分野の最先端研究

オーガナイザー
　松沢厚（東北大院薬）
　今井浩孝（北里大薬）

　生体や細胞は常に様々な「ストレス」
に曝されており、それらのストレスに
対して適切に応答・対処することで外
的・内的環境に適応し、生命機能およ
び生体恒常性を維持している。
　生体は個々のストレスに対して、そ
れぞれ適応するための巧緻な仕組みを
備えており、その破綻が疾患発症や毒
性発現による生体の障害を引き起こ
す。従って、ストレスへの生体適応の
仕組みを理解することが、「疾患の制
御や治療戦略」につながると考えられ

る。
　本シンポジウムでは、酸化ストレス
や毒性化学物質で惹起されるストレ
ス、また生体内での細胞死や脂質代謝
の制御の異常で生じるストレスなど、
多彩な「ストレスへの生体適応の仕組
み」にフォーカスする。
　これらのストレスに対して生体はど
のようにして適応しているのか、最近
明らかとなってきた生体適応の新たな
仕組みについて、それぞれのシンポジ
ストに紹介・解説いただき、その仕組
みの制御の破綻が実際に疾患の発症や
毒性発現につながるメカニズムについ
ても議論いただく。

（松沢厚）

環境・衛生部会シンポジウム

多様なストレスに対する
生体適応の仕組みと疾患制御

オーガナイザー
　眞野成康（東北大病院薬）
　城野博史（熊本大病院薬）

　薬物治療は、科学の進歩に伴い、よ
り良いものへと日々変化（進化）して
いる。遺伝子解析技術やプロテオーム
解析などの革新的な臨床検査法の確立
により、臨床検体の詳細かつ正確な病
態解析が可能となり、薬物治療におい
ても新たな臨床情報が広く有効活用さ
れつつある。
　「臨床化学」とは、分析技術を基盤
とした臨床化学検査、臨床分析・検査
技術の開発を通して、病因・病態解明

や治療・予防に寄与することを目指す
分野である。癌ゲノム医療の実装に代
表されるように、ゲノム解析情報に基
づいた個別化医療、質量分析技術を駆
使した薬物の治療効果予測マーカーの
開発など、これからの薬物治療の進化
には、臨床化学の最新の知識・概念が
大きく貢献することは間違いない。
　本シンポジウムでは、日本臨床化学
会との共催で、「高精度な臨床検査法
確立への挑戦」をテーマとした最新の
知見・話題を提供いただき、臨床化学
の観点から、未来の薬物治療について
議論する。

（城野博史）

第５回臨床化学の進歩が変える薬物治療
－高精度な臨床検査法確立への挑戦

オーガナイザー
　榛葉繁紀（日本大薬）
　中島理恵（日本大薬）

　わが国では東京オリンピック・パラ
リンピックを迎え、国民のスポーツへ
の関心が飛躍的に増大すると予想され
る。その一方で、世界的な問題である
ドーピング行為への対応が迫られてい
る。アンチ・ドーピング活動には薬学
全般の知識が必要となるため、薬剤師
だけではなく、薬学関係者への期待も
大きい。
　以上を踏まえ、本シンポジウムでは、
薬剤師であると共に、Ｂリーグ広島ド
ラゴンフライズで選手・スタッフとし
てご活躍の岡崎先生には「薬剤師とア

スリートの視点」から、日本オリンピッ
ク委員会メディカルスタッフとしての
ご経験があり病院薬剤師でもある村木
先生には「病院薬剤師の視点」から、
カードゲームを利用してうっかりドー
ピングの予防教育に関してご活躍の清
水先生には「薬局薬剤師・スポーツ
ファーマシストの視点」から、そして
中島先生にはオリンピック候補選手ら
を対象にした「教育者としての視点」
から、アンチ・ドーピング活動をご紹
介いただく。
　本シンポジウムでのディスカッショ
ンを通じて、アンチ・ドーピング活動
において薬学関係者が知るべきこと、
そしてなすべきことを発信していく。

（榛葉繁紀）

アンチ・ドーピングと薬学
－ポストオリンピック・パラリンピックに向けた

アスリートの視点そして薬剤師の視点

オーガナイザー
　杉田隆（明治薬大）
　香川聡子（横浜薬大）

　環境・衛生部会が編集・出版してい
る「衛生試験法・注解」には、人の健
康と健全な環境を守るための各種試験
法が収載されており、時代の要請ある
いは技術の進歩に伴って適宜試験法の
追加・改訂を行っている。
　本法における微生物検査では、その
対象検体は食品や環境にわたり、また
検査対象微生物も細菌、真菌、ウイル
ス、原虫・蠕虫と幅広い。食品につい
ては衛生管理におけるＨＡＣＣＰ、環

境検査の面ではポリオウイルスや新型
コロナウイルスに対する環境水サーベ
イランス、自然災害を受けた家屋での
微生物検査について、新たな視点から
事例と共に紹介したい。
　一方、これまで食品や環境検体の検
査では特定の微生物種を対象としてき
たが、検体中に存在する微生物を群集
構造として解析し、その遷移を理解す
るための新しい技術も開発されてきた。
　本シンポジウムでは、食品および環
境検体における微生物検査研究の最前
線で活躍されている先生方から、微生
物検査の新たな展開について紹介して
いただく。　　　　　　　（杉田隆）

環境・衛生部会衛生試験法シンポジウム

微生物検査による食品・
環境衛生管理の新展開


